
令和5年度（2023年度）採⽤
⽇本学術振興会 特別研究員
申請・書き⽅ガイダンス

2022年4⽉
⽴命館⼤学⼤学院課
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Agenda

第
1
部

⽇本学術振興会特別研究員制度の趣旨・概要
１．特別研究員制度とは何か
２．なぜ多くの⼈が挑戦するのか
３．難易度はどのくらいか
４．どのように申請するのか（申請書作成の留意点）

第
２
部

特別研究員申請書 書き⽅講座
特別研究員申請書作成に絶対押さえておくべきポイントを解説。
講師︓ 安⽥ 裕⼦先⽣ （総合⼼理学部教授）

特別研究員採択者による体験談
申請書の書き⽅や採択されるためにすべきこと



1．特別研究員制度とは何か？
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1. 特別研究員制度とは何か︖

学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者を育成
するため、優れた若⼿研究者に、その研究⽣活の初
期において、⾃由な発想のもとに主体的に研究課
題・研究の場を選びながら研究に専念する機会を与
えるとともに、研究奨励⾦を⽀給する制度

通称︓学振（ガクシン）
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1. 特別研究員制度とは何か︖
学振には、4つの区分があります。
区分 対象 採⽤者全体

（令和4年度）
新規採⽤数
(予定)※

DC１ ⼤学院博⼠課程在学者 4196名 約700名

DC2 約1100名

PD 博⼠の学位取得者 1000名 約305名

RPD 博⼠の学位取得者のうち
出産・育児による研究中断者の復帰⽀援

214名 約75名

※採⽤⼈数は、予算の状況により変更されます。

毎年1万⼈以上の⼤学院⽣・博⼠号取得者が申請しています。

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料

２．なぜ多くの人が挑戦するのか？

6
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２．なぜ多くの⼈が挑戦するのか︖

経済的な⽀援を受けることができる

将来のキャリア獲得の近道になる

8

２．なぜ多くの⼈が挑戦するのか︖
経済⽀援(研究奨励⾦）が受けられる＊

上記に加えて・・
科学研究費補助⾦（特別研究員奨励費）が使える
毎年度150万円以内※別途申請が必要
（RPD）出産・養育に伴う⽀援が受けられる
（採⽤の中断・延⻑・研究再開準備⽀援）

月額 年額換算 受給期間

ＤＣ 20万円 240万円 DC1：3年間 DC2：2年間

ＰＤ 36.2万円 434.4万円 3年間

ＲＰＤ 36.2万円 434.4万円 3年間

研究への専念/院⽣時代から研究マネジメントの経験ができる

（ＤＣのみ）採⽤期間中は、授業料相当額の奨学⾦(研究奨励Ｓ奨学⾦)を
⼤学から給付されます。※休学中除く

さらに・・

＊予算の状況により変更される可能性あり
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２．なぜ多くの⼈が挑戦するのか︖
将来のキャリア獲得の近道(特別研究員の就職状況）
ＤＣの「常勤の研究職」への就職状況

直後（令和元年度終了者） ＊常勤職の研究職・ポスドクフェロー 64.5％

１年経過後（平成30年度終了者）＊常勤職の研究職・ポスドクフェロー 76.3％

５年経過後（平成26年度終了者）＊常勤職のみ 72.2％

１０年経過後（平成21年度終了者）＊常勤職のみ 87.7％

ＰＤの「常勤の研究職」への就職状況
直後（令和元年度終了者） 66.9％

１年経過後（平成30年度終了者） 75.7％

５年経過後（平成26年度終了者） 86.3％

１０年経過後（平成21年度終了者） 93.8％

国からお墨付きを受けた研究者となる

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料
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２．なぜ多くの⼈が挑戦するのか︖

注意点︓遵守事項による制約も⽣まれます
①特別研究員以外の⾝分を持つことができない

（⼀部例外あり）

②原則、他のフェローシップを受けることができない
（条件を満たせば、受給できるものもある）

③特別研究員と⽇本学術振興会との間に雇⽤関係がない。
（社会保障や年⾦など各⾃で対応が必要）

④諸⼿続が煩雑（何をするにも届出が必要）
資格確認、海外渡航、研究報告など



３．難易度はどのくらいか？
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３．難易度はどのくらいか︖
1）全国の申請者数の推移

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料
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３．難易度はどの程度か︖
2）特別研究員のDC新規採⽤者数と採⽤率の推移

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料
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３．難易度はどの程度か︖
3）特別研究員の新規採⽤者数と採⽤率の推移

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料
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３．難易度はどの程度か︖
4）令和3年度新規採⽤分 審査区分別の申請者数と採⽤者数

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料

４．どのように申請するのか？
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４．どのように申請するのか︖
1）申請資格を確認する
【DC1】 ・博⼠課程後期課程 1回⽣

・⼀貫制博⼠課程 3回⽣
・4年制博⼠課程 2回⽣

【DC2】 ・博⼠課程後期課程 2-3回⽣
・⼀貫制博⼠課程 4-5回⽣
・4年制博⼠課程 3-4回⽣

【ＰＤ】
右の①〜③を
全て満たす者

①博⼠の学位を取得後5年未満
（申請時においては⾒込みでも可）

②受⼊研究機関の選定
博⼠課程在学時の所属研究機関とは別の研究機関であることが必要

③国籍
⽇本国籍、または⽇本に永住を許可されている外国⼈

【RPD】
右の①〜③を
全て満たす者

①博⼠の学位を取得(⾒込)している者
②次のいずれかに該当する者
１．申請年度4⽉1⽇時点で未就学児を養育しており、その⼦の出産・育児のため、

2015年10⽉1⽇から2022年3⽉31⽇の間に３ヶ⽉以上研究活動を中断した者
２．出産⼜は疾病や傷害のある⼦を養育したため、2017年4⽉1⽇から2022年3⽉

31⽇の間に３ヶ⽉以上研究活動を中断した者
③⽇本国籍、または⽇本に永住を許可されている外国⼈

※令和4年度採⽤特別研究員PDとの併願可能。重複採択された場合は、いずれかを辞退。
※博⼠課程在学時の所属研究機関とは別の研究機関を選定することを推奨。

2023.04.01現在に以下の資格を有していること

留学⽣も申請可能
ただし、英訳資料はないため
⽇本語能⼒かサポートが必要

18

４．どのように申請するのか︖

ＤＣの申請時の在学年次と応募資格(イメージ)

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料



19

４．どのように申請するのか︖

【申請機関とは】
・ＰＤ・ＲＰＤ・ＤＣ２⇒受⼊予定の機関（⼤学）
本学以外に進学する⽅は、受⼊先に依頼してください

・ＤＣ１申請者の場合⇒現在在学する（⼜は出⾝の）⼤学

手順①申請機関に電子申請に必要はＩＤの発行を依頼する

【ＩＤ発⾏】
申請機関にて発⾏するＩＤが必要
⇒「令和5年度採⽤⽇本学術振興会特別研究員電⼦申請ID発⾏依頼書」の⼿続きが必要

http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/g-career/fellow/doctor/article.html/?id=39
注１︓⽒名は⼾籍名にて申請。外国⼈の場合は｢在留カード｣に 記載の⽒名

①申請は、申請機関で集約してまとめて申請します。
※個⼈から直接、⽇本学術振興会に提出ではありません。

②必要書類はすべて電⼦申請で⼿続きします。
※紙媒体は廃⽌になりました。

H27年度以降に⽴命
館⼤学でIDを発⾏し
ている場合は、その
時発⾏したIDを使⽤
して下さい。
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４．どのように申請するのか︖

手順②電子申請システムにログインして、申請書類を作る

【電⼦申請システム】
以下のページからログインのうえ申請を⾏う。
https://www-yousei.jsps.go.jp/yousei1/shinsei/index.html

【操作⽅法がわからない時】申請者向け操作⼿引きを参照
http://www-shinsei.jsps.go.jp/topyousei/download-yo.html#a2

20

申請機関から発⾏された
IDとパスワードでログイン



４．どのように申請するのか︖

手順②電子申請システムにログインして、申請書類を作る

種類 名称 内容・作成⽅法
a. 申請書情報

（Ａ４判２⾴）
学歴・研究課題等を記載したもの。
→電⼦申請システムに直接⼊⼒。

b. 申請内容ファイル
（Ａ４判7-9⾴）

研究計画・研究業績等を記載したもの。
様式を⽇本学術振興会ＨＰよりダウンロードして作成
→WEB取込

c. 評価書 ⇒申請者より評価者へ、電⼦申請システムを通じて作
成依頼
DC︓1名 PD︓2名

【評価書における注意点】
評価者が⼊⼒し終えないと申請ができません。申請者情報を⼊⼒していれば
依頼できますので、申請内容ファイルを完成前に、評価をお願いする⽅には
早めに依頼しましょう。 21

４．どのように申請するのか︖

注意点①：評価書作成（全員が必須）のスケジュール管理

22

①必要な評価者の数
ＤＣ︓1名（現在の研究指導教員）
ＰＤ︓2名（1名は受⼊研究者）

②【重要】評価者への評価書作成依頼について
・評価者が電⼦申請システム上で評価書を作成しなければ、

申請者はシステム上、申請できません。
・電⼦申請システム上で申請者より評価者に依頼する必要が

あります。遅くとも、4⽉22⽇までに依頼を⾏ってください
（評価者が記載する時間を確保するため）。
⇒その他、詳細については申請書作成要領を参照

申請者情報を⼊⼒して、先に評価者に作成を依頼しましょう。



４．どのように申請するのか︖

注意点②：学内の申請スケジュールに遅れないこと

23

時期 内容
4⽉15⽇（⾦） 電⼦申請ＩＤ発⾏申請〆切

電⼦申請ＩＤ、順次配布
配布⽅法︓メール送付

4⽉18⽇（⽉）〜
5⽉10⽇（⽕）23:59 【RPD】学内申請期間 ※締切厳守

5⽉13⽇（⾦）〜
5⽉29⽇（⽇）23:59 【DC1/DC2/PD】学内申請期間

４．どのように申請するのか︖

24

昨年度からの変更点【書式】
①⼆段階書⾯審査が正式な審査⽅法に確定
この間、コロナの関係で⾯接審査が中⽌となり、臨時で書⾯審査を⾏っていま
したが、正式に2回の書⾯審査で審査⽅法が確定しました。

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料



４．どのように申請するのか︖

25

令和4年度採⽤分からの変更点【申請書式の項⽬と様式の⾒直し】

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料

４．どのように申請するのか︖

26

令和4年度採⽤分からの変更点【申請書式の項⽬と様式の⾒直し】

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料



４．どのように申請するのか︖

注意点③：申請内容ファイル作成留意事項

27

【⼤原則】
・記載欄の縮⼩・拡⼤・追加厳禁

ダウンロードしたときの各記載欄の幅を維持

・様式各記載欄の前にある指⽰を厳守
様式には各欄に何を記載するか具体的な指⽰がある
斜体で⽰された説明⽂は削除するのを忘れずに

・（ＤＣ）学内奨学⾦の採択状況も記載
「申請内容」の「研究遂⾏能⼒の⾃⼰分析」に記載して積極的にアピールする。
(例︓研究奨励奨学⾦A（所属研究科の全在学者数数の5％に給付）)

４．どのように申請するのか︖
注意点③︓申請内容ファイル作成留意事項︓
【研究遂⾏⼒の⾃⼰分析パート】

28

・査読中・投稿中・発表予定のものは記載不可

（例）学術論⽂（査読の有無を明らかにしてください。
査読のある場合、採録決定済のものに限ります。）
著者、題名、掲載誌名、巻号、pp開始⾴－最終⾴、発⾏年を記載
してください。

（例) 研究発表（⼝頭・ポスターの別、査読の有無を明
らかにしてください。）
著者、題名、発表した学会名、論⽂等の番号、場所、⽉・年を
記載してください。（発表予定のものは除く。ただし、発表申し
込みが受理されたものは記載してもよい。）



４．どのように申請するのか︖

注意点③：申請内容ファイル作成留意事項：提出前の総点検

29

1. 書体の統⼀︓特に英数字
 明朝なら明朝で、CenturyならCenturyで統⼀すること。
 記載項⽬、あるいは段落で書体が違うことが多い。

2. ⾊を使うのならば、意味・カテゴリーを考えて
 ⾊の使い分けの意図が、審査員に伝わるよう⼯夫をすること。
 モノクロ（グレースケール）で印刷のうえ、審査される。

3. 「その」「それ」などの指⽰語は避け、⽰す内容を明記
しましょう。

4. ⽂献の表記⽅法は、所属学会・学内の紀要、あるいは
『社会学評論』（⼈⽂社系専攻）に則って書きましょう。

5. 共著論⽂・共同報告は、論⽂・学会⼤会要旨集に掲載さ
れた順番で記載しましょう。

6. 研究計画書は、先輩・同輩に⼀度は読んでもらい、アド
バイスをもらいましょう。

４．どのように申請するのか︖
注意点④：書面審査の仕組みを理解したうえで、審査領域を選択する。
学振ホームページ→メニュー→審査→審査区分表

30



４．どのように申請するのか︖
注意点④：書面審査の仕組みを理解したうえで、審査領域を選択する。
学振ホームページ→メニュー→審査→審査区分表

31

４．どのように申請するのか︖

32

注意点④：書面審査の仕組みを理解したうえで、審査領域を選択する。

出典︓⽇本学術振興会主催「令和5年度採⽤分特別研究員及び海外特別研究員募集等に関する説明会（申請機関事務担当者向け）」資料



４．どのように申請するのか︖

注意点⑤：人権の保護及び法令等の遵守への対応について

33

34

最後に

1）1年後のリベンジ合格ありえます。

本学の採択者の多くが、過去に1度不採⽤となった経験があります。
第1次審査で不採⽤となった場合、不採⽤者の中に占める申請者の⽴ち位置がＡ・Ｂ・Ｃの３段階で
⽰されます。この採点を参考に、1年後のリベンジに向けて研究計画の練り直しや研究業績を積み上
げるなど準備を進めていきましょう。この努⼒の積み重ねが、1年後の採択に繋がります。

申請書が特別研究員と同じ項⽬になっています。ぜひ合わせて出願してください。
＊申請時に博⼠課程後期課程（⼀貫制（3年次以上）、4年制含む）の⽅。

詳細は各募集要項をご確認ください。

２）若⼿研究者海外挑戦プログラムにも挑戦してみましょう。

３）研究奨励奨学⾦とリサーチプロポーザルコンテストに出願しましょう。
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⼤学院課（⾐笠）
⾄徳館4階 Tel: 075-465-8195
担当︓⼭⽥(篤)・森⼭・津⽥

Email: grad-sch@st.ritsumei.ac.jp
URL: http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/g-career/

<学振特設ページ>
http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/g-career/fellow/doctor/article.html/?id=39

<過去の採⽤者の申請書を閲覧できます（4/5〜5/31）>
複製・写真・持ち帰り禁⽌
⾐笠キャンパス︓⼤学院課（⾐笠）
BKCキャンパス︓学びステーション
OICキャンパス︓学びステーション
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【DC】 ※所属機関は立命館大学（34315）

採用後の受入研究者所属
学部所属

部局（コード）
研究科所属
部局（コード）

部局正式名 受入部局コード

法学部・研究科 0025 0024  法学研究科 0024

産業社会学部・社会学研究科 0038 0037  社会学研究科 0037

国際関係学部・研究科 0042 0041  国際関係研究科 0041

文学部・研究科 0002 0001  文学研究科 0001

先端総合学術研究科  先端総合学術研究科 0986

経済学部・研究科 0031 0032  経済学研究科 0032

スポーツ健康科学部・研究科 0187 0186  スポーツ健康科学研究科 0186

食マネジメント学部・研究科 2109 2108  理工学研究科 0053

理工学部・研究科 0054 0053  情報理工学研究科 0731

情報理工学部・研究科 0732 0731  生命科学研究科 0138

生命科学部・研究科 0139 0138  薬学研究科 0078

薬学部・研究科 0079 0078  経営学研究科 0033

経営学部・研究科 0034 0033  政策科学研究科 0028

政策科学部・研究科 0029 0028  テクノロジー・マネジメント研究科 2160

テクノロジー・マネジメント研究科  人間科学研究科 0019

総合心理学部・人間科学研究科 0020 0019  食マネジメント研究科 2108

【PD・RPD】 ※所属機関は立命館大学（34315）

受入研究者の所属によって、受入部局が決定します。下記一覧を参照のうえ、部局コード・名称を選んでください。

採用後の受入研究者所属
学部所属

部局（コード）
研究科所属
部局（コード）

部局正式名 受入部局コード

法学部・研究科 0025 0024  衣笠総合研究機構 0934

産業社会学部・社会学研究科 0038 0037  衣笠総合研究機構 0934

国際関係学部・研究科 0042 0041  衣笠総合研究機構 0934

文学部・研究科 0002 0001  衣笠総合研究機構 0934

先端総合学術研究科  衣笠総合研究機構 0934

経済学部・研究科 0031 0032  ＢＫＣ社系研究機構 0935

スポーツ健康科学部・研究科(※) 0187 0186
 総合科学技術研究機構
 または　 ＢＫＣ社系研究機構 2155または0935

食マネジメント学部・研究科(※) 2109 2108
 総合科学技術研究機構
 または　 ＢＫＣ社系研究機構 2155または0935

理工学部・研究科 0054 0053  総合科学技術研究機構 2155

情報理工学部・研究科 0732 0731  総合科学技術研究機構 2155

生命科学部・研究科 0139 0138  総合科学技術研究機構 2155

薬学部・研究科 0079 0078  総合科学技術研究機構 2155

経営学部・研究科 0034 0033  ＯＩＣ総合研究機構 0936

政策科学部・研究科 0029 0028  ＯＩＣ総合研究機構 0936

テクノロジー・マネジメント研究科  ＯＩＣ総合研究機構 0936

総合心理学部・人間科学研究科 0020 0019  ＯＩＣ総合研究機構 0936

(※)研究領域によって所属部局名が異なります。受入研究者と相談のうえ、いずれかをご記入ください。

0986

2160

0986

2160

電子申請の際に、「採用後の受入研究者」や「採用後の申請者所属研究科正式名/DC」、「申請者受入部局正式名PD/RPD」を記入頂く必要がありますが、部局の正式名称については
下記一覧表を参照のうえ、正しくご記入ください。受入研究者によって学部所属・研究科所属が異なりますので、不明な点は受入研究者にご確認ください。

電子申請における採用後の受入研究者および所属研究科等の名称について

採用後の受入研究者所属 採用後の申請者ご自身の受入部局名・コード

採用後の受入研究者所属 採用後の申請者ご自身の受入部局名・コード
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「学振申請書作成講座」 
日本学術振興会特別研究員 申請内容ファイル作成のポイント 

総合心理学部 安田裕子 

 

本日の流れ 

１．はじめに 楽しみながら挑戦する―短期的展望・中長期的展望をもとう 

２．評価者の立場から―研究の魅力をきちんと届けよう 

３．申請内容ファイル作成の留意点―読み手を意識しよう 

  ４．申請に向けて―このプロセスが力になります 

 
 
１．はじめに 楽しみながら挑戦する―短期的展望・中長期的展望をもとう 

 

 研究を具体的に計画・構想する好機にしよう。 

-自分自身への励み＆present に 

-研究費がついてくる 

-研究を加速度的に進めることができる 

個人研究・共同研究への動機づけ＆価値づけ→国内外の学会等での発表機会の獲

得→知見の深化・融合→豊かな仲間関係・ネットワーク形成→さらなる動機づけ・

楽しさ・やりがい・幸福感 UP・・・ 

 

 キャリア展望をもとう（職歴になる→仕事として／生き方として）。 

-どういう研究をしていきたいのか、研究者としてどうありたいのかを考える機会と

して 

 

 

２．評価者の立場から―研究の魅力をきちんと届けよう 
 

 変更点が 2点あります。1点目に、二段階の書面審査となります。2点目に、研究者と

しての資質や将来性の評価により一層重点が置かれます。 

※ただし、いずれも 2022 年度採用において先行実施されていたことです。 

 

 一段階目の書面審査では、申請書類に基づき、申請者の研究能力・将来性等について

評価を行い、評点及び審査意見を付します。一段階目の書面審査結果を踏まえ、採用

内定数の上位 80％～120％の申請者を「ボーダーゾーン」として、二段階目の書面審査

対象とします。二段階目の書面審査では、一段階目の書面審査において他の審査員が
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付した総合評価の評点及び審査意見も参考に、改めて同一の審査員による書面審査を

行います。 

 

 「研究遂行能力の自己分析」欄では、当該分野における(1)「研究に関する自身の強み」

及び(2)「今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素」のそれぞれにつ

いて、これまで携わった研究活動における経験などを踏まえ、具体的に記入します。 

 

 申請書の記載内容（研究計画、人権の保護及び法令等の遵守への対応、研究遂行能力

の自己分析、目指す研究者像等、評価書）が総合的に判断され、申請者の研究能力や

将来性などに着目して評価が行われます。 

 

 ひとつの申請に対して 6名が評価を行い、それらを総合して書面審査の結果が出され

ます。近接異分野を含む研究者が申請書を短期間に多く読みます。研究の意義やオリ

ジナリティなどの魅力を、端的に、わかりやすく、具体的に、存分に、届けてくださ

い。 

 

 書面審査は、①審査項目ごとの評価、②総合評価、③審査意見、により構成されます。

①審査項目ごとの評価は絶対評価、②総合評価は相対評価、となります。①審査項目

ごとの評価をベースに、②総合評価がなされます。 

 

 一段階目の書面審査では、①「研究計画の着想及びオリジナリティ」、②「研究者とし

ての資質」の 2つの項目ごとに、絶対評価により 5段階の評点（5：非常に優れている、

4：優れている、3：良好である、2：普通である、1：見劣りする）を付します。その

後、上記 2項目の点数を踏まえて、総合的に研究者としての資質及び能力を判断した

上で、書面審査セット内での相対評価により 5段階の総合評価の評点を付します。二

段階目の書面審査では、一段階目の書面審査において他の審査員が付した総合評価の

評点及び審査意見を参考に、改めて 4段階の評点（二段階目の審査の対象となった申

請のうち、A：採用を強く推奨するもの、B：採用を推奨するもの、C：採用してもよい

もの、D：A～Cに入らないもの）を付します。 

 

 総合評価は相対評価ですので、審査者は、担当する複数の審査書面を比較の観点をも

って審査します。研究課題としての独創性や新規性をきちんと打ち出す、不明瞭な点

を残さないことが重要です。 

 

 研究計画が不明瞭になりがちです。地に足がついた実現可能な研究計画を立てること

が重要です。研究の停滞・うまくいかない場合の代替措置、予想しにくいことも含め
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た問題の解決策も可能な限り盛り込んで、具体的に記述します。 

 

 「人権の保護及び法令等の遵守への対応」に関し、研究計画を遂行するにあたって、

相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、

生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等に基づく手続が

必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置が講じられているかの確認

がなされます。該当しない場合には、その旨記入します。 

 

 研究の実行・実現可能性（具体性・安全性・確実性）、探究したいことのおもしろさや

新しさ・オリジナリティの増分、研究への熱意、未来に拓かれうる研究や研究者とし

ての展望・可能性を、書面で明確に表現して審査者に届けてください。 

 

この研究課題をぜひやってほしい！この若手研究者にぜひがんばってほしい！ 

と思わせてください。 

 

 

３．申請内容ファイル作成の留意点―読み手を意識しよう 
 

 審査者にいかにわかってもらえるか、ということに意識的になりましょう。 

 記載すべき項目の冒頭に記されている指示文に忠実に、論を展開していきましょう

（指示文はガイドでありヒントである）。 

 段落構成と意味のまとまりを意識して構造化し、適宜、見出しをつけて表現しましょ

う。 

 図表を効果的に用いましょう。 

 字体によるメリハリ、太字やアンダーラインなどを活用し、大事な部分を強調しまし

ょう。ただし、飾りが多いとわかりにくくなりますので注意してください。 

 指示文に応えられているかを、他者の目を通しつつ、繰り返し確認しましょう。 
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2．【研究計画】※適宜概念図を用いるなどして、わかりやすく記入してください。なお、本項目は１頁に収めてください。

様式の変更・追加は不可。 

(1) 研究の位置づけ 
特別研究員として取り組む研究の位置づけについて、当該分野の状況や課題等の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯

も含めて記入してください。 

(2) 研究目的・内容等 
 ① 特別研究員として取り組む研究計画における研究目的、研究方法、研究内容について記入してください。 

 ② どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入してください。 

 ③ 研究の特色・独創的な点（先行研究等との比較、本研究の完成時に予想されるインパクト、将来の見通し等）にも触れて

記入してください。 

 ④ 研究計画が所属研究室としての研究活動の一部と位置づけられる場合は申請者が担当する部分を明らかにしてください。

（DC）／共同研究の場合には、申請者が担当する部分を明らかにしてください。（PD） 

 ⑤ 研究計画の期間中に受入研究機関と異なる研究機関（外国の研究機関等を含む。）において研究に従事することも計画し

ている場合は、具体的に記入してください。 

(3)受入研究室の選定理由※各事項の字数制限はありませんが、全体で１頁に収めてください。様式の変更・追加は不

可。（PD） 
  採用後の受入研究室を選定した理由について、次の項目を含めて記入してください。 

  ① 受入研究室を知ることとなったきっかけ、及び、採用後の研究実施についての打合せ状況 

  ② 申請の研究課題を遂行するうえで、当該受入研究室で研究することのメリット、新たな発展・展開 

  ※ 個人的に行う研究で、指導的研究者を中心とするグループが想定されない分野では、「研究室」を「研究者」と読み替

えて記入してください。 

3．人権の保護及び法令等の遵守への対応 ※本項目は１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。 
 本欄には、「２.研究計画」を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必

要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・

法令等を含む）に基づく手続が必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記入してください。例

えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、行動調査（個人履歴・映像を含む）、国内外の文化遺産の調査等、

提供を受けた試料の使用、侵襲性を伴う研究、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の情報

委員会や倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となりますので手続の状況も具体的に記入

してください。なお、該当しない場合には、その旨記入してください。 

4．【研究遂行力の自己分析】※各事項の字数制限はありませんが、全体で２頁に収めてください。様式の変更・追加

は不可。 

本申請書記載の研究計画を含め、当該分野における(1)「研究に関する自身の強み」及び(2)「今後研究者として更なる発展

のため必要と考えている要素」のそれぞれについて、これまで携わった研究活動における経験などを踏まえ、具体的に記入し

てください。 

・下記（１）及び（２）の記入にあたっては、例えば、研究における主体性、発想力、問題解決力、知識の幅・

深さ、技量、コミュニケーション力、プレゼンテーション力などの観点から、具体的に記入してください。

また、観点を項目立てするなど、適宜工夫して記入してください。 

なお、研究中断のために生じた研究への影響について、特筆すべき点がある場合には記入してください。 
(1) 研究に関する自身の強み 

・記述の根拠となるこれまでの研究活動の成果物（論文等）も適宜示しながら強みを記入してください。 

成果物（論文等）を記入する場合は、それらを同定するに十分な情報を記入してください。 

（例）学術論文（査読の有無を明らかにしてください。査読のある場合、採録決定済のものに限ります。） 

著者、題名、掲載誌名、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年を記載してください。 

（例) 研究発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を明らかにしてください。） 

       著者、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。（発表予定のものは除く。ただし、発表申し込みが

受理されたものは記載してもよい。） 

(2) 今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素 

5．【目指す研究者像等】※各事項の字数制限はありませんが、全体で１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可。 

 日本学術振興会特別研究員制度は、我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することを目的

としています。この目的に鑑み、(1)「目指す研究者像」、(2)「目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活

動の位置づけ」を記入してください。 

・どんなことを、いつ、どのように（成果発信・社会

への還元を含めて）※具体性・実行可能性を明確に 

異分野融合、グローバルな視野 

自身の研究成果も位置付けて 
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（例１）文章による構造化の一例―階層構造を明らかにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当該分野の状況や課題等の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯を明らかにし

つつ、自分自身の研究成果を位置づける。 

 必要に応じて見出しを付ける。見出しは、「体言止め」（名詞で終わらせる表現技法）

を用いるなどにより、メリハリをつけるなど工夫して整えつつ、要点を明確に打ち出

す（例２へ）。 

 

 

（例２）文章による構造化の一例―見出しを用いて端的に示す 

【研究の位置づけ】 

・・・・・・次の 4つの理論的成果が産出された。 

１．分岐点での変容を捉える視点： 

２．不定（uncertainty）を捉える視点： 

３．ナラティヴ・プラクティス／臨床的支援との接合： 

４．多声的な自己と場の変容： 

【研究内容】 

上記を踏まえ，次の 3つを導入し, ・・・を推し進める。 

１．（形態）維持という視点（上記１２より）： 

２．関係性・集団というシステムの単位（上記４より）： 

３．キャリア教育・支援への適用と実践現場への還元（上記３より）： 

 

 

 特別研究員として取り組む研究計画における研究目的、研究方法、研究内容について、

どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入する。 

 研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのかを明確に。 

 

 

 

【研究の位置づけ】 
これまでに得られた研究結果として、次のことが挙げられる業績 2）4）7）12）13）15）32）。 

1. 経験と選択径路の可視化、ならびに心理社会的支援の提示： 
(1) 不妊夫婦の子どもをもつ選択径路を、不妊治療と養子縁組という社会システムへの関わり方
から捉え、治療をする選択・・・指摘した。 

(2) 生涯発達の観点から、不妊当事者への実践的な心理社会的支援を検討した。 
①＜不妊治療を始める段階での支援＞情報提供と心理教育による選択支援：・・・重要である。 
② 
③ 
2.  

（
工
夫
）
・
こ
れ
ま
で
の
到
達
点
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
の
具
体
的
な
明
示 

・
対
応
関
係
を
明
確
に
し
た
う
え
で
の
論
展
開 

（
注
意
点
）
・
強
調
し
す
ぎ
？ 

何
が
重
要
か 

わ
か
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
。 

→
印
刷
し
、
見
え
方
を
要
確
認 
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（例３）文章による構造化の一例―立体的に記述する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意味のまとまりとして積み上げ、構造化する＞  

 ひとつの文章で何を言わんとしているのかを確認する。 

-主語-述語の関係は適切か。 

-一文が長すぎないか。 

 各段落、各節で何を言わんとしているのかを確認する。 

 接続詞を効果的に用いる。 

 複数の研究目的について、研究方法との対応関係を整理する。 

必要に応じて階層構造を整える（例１）。 

 専門用語は、当該分野で通常使用の用語でも簡潔に説明する。 

 

＜体裁を整える＞  

 様式の変更・追加は不可である。紙幅の制約をいかす。 

 誤字脱字は 100％なくす。語句や記号（「、」｢，｣）の統一性を確認する。 

 プリントアウトして見え方を確認する（画面と紙面では見え方が違う）。 

 

 

【研究目的】 

 時間とともにある当事者性に留意して、1. 援助者へのインタビューから、精子・卵子・胚の提供に

よる非配偶者間の不妊治療における心理社会的支援を、2. 心理臨床的フィールド実践により、生殖補

助医療と周産期医療と心理臨床の接合可能性を検討し、生殖補助医療の進歩を踏まえた支援について

考察する。また、3. 援助者の関わりを、当事者の生殖と家族形成にまつわるライフの分岐点として想

定し、分岐点における援助者介入理論としての、臨床に役立つ TEM の理論的・方法論的精緻化を進

める。 
【研究方法】 

1. 【実践的検討】援助者へのインタビュー調査から：養子縁組の活動に従事している援助者、なら

びに卵子の提供による不妊治療に従事している援助者を対象に、関わる複数の当事者にいかなる配

慮をもって援助を行っているのかについて、インタビュー調査を行う。 
2. 【臨床的検討】心理臨床的フィールド実践を介して：治療で受胎した場合、その後は不妊治療専

門施設から産科に転院することが多い。一方で、たとえ治療で子どもをもったとしても、不妊に伴

う苦しみの経験を乗り越えることと子どもができた経験とは異なり、不妊である身体も傷ついた心

も変わらない場合がある（松島, 2003）ことを踏まえれば、受胎した後を含めて支援の環境を設定す

る必要性が認識される。産前産後のうつと不妊経験との直接的な関係への言及は申請者の専門性を

越えるが、そもそも生殖は女性のメンタルヘルスにおけるハイリスク期である。不妊の問題特性を

受胎したか否かという論点に収斂させることのない視点をもって、受胎した後の心理臨床的支援の

環境を整備することが、妊娠・出産や養育に直接関わる女性とその子どもの、その後を含めたライ

フの質を考えるうえで重要である。 
3. 【理論的・方法論的検討】協働的な学びを通じて：分岐点は、複数の当事者のライフの交差点で

あり、不定な状況でありつつも変容可能性に開かれている。分岐点を基軸にした各当事者の歩みの

来し方と行く末を時間経過に沿って捉えてこそそこでの適切な介入の検討が可能となる。共同研究

を含めて進める。 

（
工
夫
）
・
研
究
目
的
と
研
究
方
法
の
対
応
的
関
係 

・
研
究
方
法
の
組
み
立
て 
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（例４）表による構造化の一例―具体的に研究計画を見せる 

表 研究計画 

 インタビュー調査の対象 
福祉・心理側からのアプローチ 司法側からのアプローチ 

NPO 法人等民間支援団体 左記の連携先関連諸機関 弁護士（各年度 2 名程度） 

○

年

度 

4-6 月 
【4 月】ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査準備 
【5-6 月】調査 3 件実施 

ﾃﾞｰﾀ整理・分析 

 【4 月】ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査準備 
【6 月】調査 1 件実施 

ﾃﾞｰﾀ整理・分析 

7-9 月 
【7-9 月】調査 4 件実施 

ﾃﾞｰﾀ整理・分析 
 【8 月】調査 1 件実施 

ﾃﾞｰﾀ整理・分析 
10-12 月 【10-11 月】学会発表  【10-11 月】学会発表 

1-3 月 
【2 月末】ﾃﾞｰﾀとりまとめ 
【3 月】次年度に実施する 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査準備 

 【2 月末】ﾃﾞｰﾀとりまとめ 
【3 月】次年度に実施する 
    ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査準備 

 
○
+
１
年
度 

4-6 月 

 

 【4-6 月】調査 3 件実施 
ﾃﾞｰﾀ整理・分析 

【4-6 月】調査 2 件実施 
ﾃﾞｰﾀ整理・分析 

7-9 月 
 【7-9 月】調査 4 件実施 

ﾃﾞｰﾀ整理・分析 
 

【7-9 月】ﾃﾞｰﾀとりまとめ 

10-12 月 
【10-11 月】データとりまとめ，学会発表，シンポジウム開催準備 

【12 月】福祉・心理と司法をむすぶシンポジウムの開催 

1-3 月 【3 月上旬】報告書の作成完了ならびに配布 

 誰（何）を対象に何をするかを、タイムスケジュールとともに記述し、具体性・実行

可能性を示す。 

 

 

（例５）図による構造化の一例―当該研究内容の全体像に本研究課題を位置づけて見せる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究課題を図に位置づけて理解を促す。図を端的に言葉で説明することもあわせて。 

 要点を図できちんと伝えることができているかを確認する。 

 

連携 

連携 

非可逆的時間 

治療の終結 

治療の継続 

夫婦での生活 

養子縁組 

国際養子縁組 

配偶者間 
の治療 

非配偶者間 
の治療 

治療の開始 治療をやめる 
ことを意識化 

 子どもなしの家族  

非血縁家族 

 

子
ど
も
の
い
る
家
族 

 

援助者の介入 

Ⅰ 

Ⅱ 

図 不妊夫婦の家族を築く選択径路 

分岐点 
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（例６）「人権の保護及び法令等の遵守への対応」欄の一例―研究前・中・後を意識して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究内容の説明、自由意思による参加、利益相反、精神的苦痛の発生の有無と対応、

個人情報保護、データ保管の方法や場所・破棄の時期、成果の公開 ・・・ 

 （参考）立命館大学 研究倫理 http://www.ritsumei.ac.jp/research/approach/ethics/  

チェックシートや申請書から、研究倫理の要点をとらえることができる。 

 

 

（例７）「研究遂行能力の自己分析」欄の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究における主体性、発想力、問題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュニケーシ

ョン力、プレゼンテーション力などの観点から、具体的に記入する。観点を項目立て

するなど、適宜工夫する。 

 これまで携わった研究活動などにおける経験を踏まえ、記述の根拠となるこれまでの

研究活動の成果物（論文などについて、当該文献などを同定するうえで十分な情報）

も適宜示しながら、具体的に明記する。 

※例示は、「強み（体言止め＋ゴシック体）：研究上の達成・成果（体言止め＋明朝体）

／説明（文章＋明朝体＋引用）」を組み合わせる工夫により記述。 

 強みと弱みは裏腹である。強みとして遠慮せずに明記する。 

・・・最初の段階で、所属の倫理委員会に本研究ならびに本調査に関する申請を行い、調査内容につ

いては倫理委員会の審査を通過するまで精査する。そして調査時には、研究協力者に説明を入念に行

い、同意ならびにその利用に関する事前承諾を書面で得る。また、調査で得られた具体的な事例の報

告や執筆に際しては、個別対応による確認の後、改めて承諾書を作成し書面での了解を得る。調査時

と報告・執筆時にはタイムラグが生じるため、必要に応じてその旨を明示し、時間経過を含みこんだ

当事者性への十全な配慮を欠かさない。なお、インタビューの音声データ及び音声データを文字に起

こした紙媒体は、鍵のかかる備品庫等で厳重に保管する。研究期間中は終始、個人が特定されないた

めの情報管理に留意し、執筆に際しては、成果の産出に必要か否かを常に精査しながら、不要な個人

データをむやみに公開しない、記述する場合は対象者の特定を避けるべくデータに一部改変を加える

等の対応を徹底する。 
また、研究会での報告者に対し、回収が必要な臨床事例等の記載がある配布資料については、ナン

バリング管理する等により、研究会終了後の回収ならびにその確認を、確実に行う。・・・云々 

(1) 研究に関する自身の強み 
学融合的協働により研究を推進する実行力と持続力：ライフとキャリアをとらえる TEA の展

開―編著書○冊の刊行、協働的な研究活動推進基盤の確立と成熟／・・・安田は生涯発達心理学
と臨床心理学を専門とする。ナラティヴ・アプローチによりとらえた当事者経験を質的に分析し、
援助に接続させる志向性のもと研究を蓄積してきた。TEM の手法を初めて論文執筆に用い 1、不
妊に悩んだ女性の人生（ライフ）の物語と選択径路に関する知見を、生涯発達の視点を組み入れ
産出した 2,3。そして、○○とともに、TEM を開発・・・する過程で、その特徴や意義を TEM 三
部作と銘打つ著書にまとめ 4,5,6、・・・TEM/TEA 研究会を開催し、また講習会などの依頼を受け、
TEA の研究への適用可能性について検討を重ねてきた。学会では、シンポジウムなどによる発
表・・・、チュートリアルの形式で教育講座・・・、協働的な学びの機会を多数提供してきた 9,10。・・・
研究のみならず実践に活用する可能性を掘り起こし・・・ 

〔これまでの研究活動の成果物〕 

1. 安田裕子、不妊という経験を通じた自己の問い直し過程―治療では子どもが授からなかった当
事者の選択岐路から、質的心理学研究、4、201-226、2005 年 
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（例８）「目指す研究者像等」欄の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資するという目

的に鑑み、(1)「目指す研究者像」、(2)「目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期

間中に行う研究活動の位置づけ」を記述する。 

 （1）「目指す研究者像」は、言葉が上滑りしないように、「研究遂行能力の自己分析」

欄に記載した内容、すなわち、研究に関する自身の強み（現在）を表現をかえて端的

に明示しつつ、今後研究者として更なる発展のために必要と考えている育てるべき力

量（未来）を重ねて述べる。 

 （2）「目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活動の位置づけ」

に関しては、（1）と本申請書の研究計画を関連づけるかたちで記述することにより、

研究課題として記載した内容の説得力を高めることができる。 

 

 

４．申請に向けて―このプロセスが力になります 
 

 時間とエネルギーをしっかりと注いで、粘り強く書きかえを重ねましょう。 

 研究課題と研究者としての自分自身の魅力と可能性を、読み手にわかりやすく届ける

ことができているかを、十分に確認しましょう。 

 仲間と励まし合って、また期日を決めて相互に確認し合って、進めていきましょう。

他者の目を通すピアレビューの機会をつくりましょう。 

 このプロセスは、これまで行ってきた研究の要点を整理し、これから行う研究の構想

を明確にする機会となり、今後の研究やキャリアをかたちづくる重要なステップにな

ります。また、論理的に考える力、文章構成力などを育てることにもつながります。 

 これまで大切に取り組んできた蓄積を信じて、短・中長期的未来を思い描き、楽しみ

ながら、進めていきましょう。 

(1)目指す研究者像 
○○は、向き合うべき課題に対して持続的に丁寧かつ果敢に取り組む、実直で気鋭な姿勢と実

行力をもつ研究者である。それは次のことにも表れていよう。（例示） 
こうした申請者の強みは、□□（学問領域、専門性など）に関する研究者として成長していく

うえで必要と考えられる・・・を培う基盤となるものであり、こういった強みと今後培うべき・・・
の資質を総合して、☆☆という特長ある研究者を目指すものである。すなわち、１）・・・、２）・・・、
３）・・・といったことを目標とする申請者○○の将来性には、□□の研究者としておおいに期
待がもたれる。 
※ １）２）３）は多面的に記述する（たとえば、教育、学会、社会活動、など）。 
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令和5(2023)年度採用・日本学術振興会特別研究員 申請・書き方ガイダンス＠Zoom（立命館大学）
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1. 報告者のプロフィール
自己紹介と研究の概要
▷ 申請資格：DC-1 
▷ 書面合議審査区分：社会科学 
▷ 書面審査区分：政治学およびその関連分野 
▷ 小区分名：地域研究関連 
▷ 専門分野：中東地域研究 
▷ 研究課題名：「中東地域におけるイスラームの保守転回と 
　　　　　　　　 政治介入：サラフィー主義ネットワークの研究」（40字）
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▷ どんな研究をしているのか： 

初期イスラームへの回帰を主張する保守的な宗教思想を掲げる人々
が、自らの理想とする社会像の実現のために「政治」をどのように
捉え、その思想信条に基づく活動を展開しているのかを、彼ら彼女
らの眼差しの側から析出すること 

1. 報告者のプロフィール
自己紹介と研究の概要（補足）

画像はエジプトのサラフィー主義政党ヌール党Facebookより引用4



2. はじめに：
どうして学振か、申請の動機について
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▷職業研究者にとっての「スンナ*」: 
・競争的資金を得て研究を行う 
・このプロセスに早いうちから参入し、それを絶やさずに継続する 

*イスラーム諸学では「預言者ムハンマドの慣行（信徒にとってよき見本とされ、それに倣うのが是とされる言行）」の意です
が、ここでは「研究者にとってよいとされることであり、またそれに倣うことが是と考えられる物事」の意で用いています。 

▷「スンナ」実践の第１歩としての、「学振（科研費）」: 
・ロールモデルとなる先輩研究者も、 
　「学振」にチャレンジし資金を獲得していた 



画像はhttp://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=2224より引用画像はTwitterより引用 

参考：多様な資金調達のかたち

6

クラウドファンディング、民間財団の公募、「地域」やイシューに応じた公募、 
RARA学生フェロー（科学技術振興機構（JST）「次世代研究者挑戦的研究プログラム」）etc.

http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=2224%E3%82%88%E3%82%8A%E5%BC%95%E7%94%A8


画像はみすず書房HPより引用

2. はじめに：
多様な資金調達のかたちがあるなか、なぜ「学振」か

▷何が「専門知／専門家」をそうたらしめるのか： 
「結局のところ、専門知を定義するのは難しく、専門家と 
　生かじりの素人との区別がつかないこともある。〔中略〕 
　しかし、教育、訓練、練習、経験、同じ分野の他の人たち 
　による承認が、専門家とそれ以外の人を分ける大まかな目 
　安になってくれる」［ニコルズ 2019: 52］

・「同じ分野の他の人たちによる承認」 
≒「応募書類、申請書類を出す言語の研究コミュニティー 
　  に認められるということ」 

（cf. 【研究入門セミナー】PhD Introductory Skills Sessions, 第6回「博論をもっと利用する：外部競争資金獲得のために 」）
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3. 申請書を書く／描くために
自身の研究構想を練り、アウトプットし、方向付ける

▷「職業的研究者」としての「研究」*の実践: 
・「インプットのみ」から、 
　「書き手・語り手」（研究成果の社会還元）へ 

- 外部の学会・研究会・セミナーへの参加、研究報告 
- 論文（研究ノート、レビュー論文も含）を書いて投稿してみる 
- 書評を書く 

☞メリット 
- 言語化することによる思考の整理 
- 他／多分野の研究者からのフィードバックを得ることができる 
⇒自らの研究構想の確定、研究業績としてカウントが可能 

*小杉泰 2006.『現代イスラーム世界論』名古屋大学出版会, pp. 783-784.8



4-①. 申請書「として」書く、推敲する
指示されている記載方法どおりに書く
▷指示に忠実に、かつ「美味しく見える」全部のせ: 
- ただのせる、のではなくうまく盛り付ける 

※自身の研究や大学行政関連の業務があるなかで、何通もの申請書を読まねばならない審査員 
　にとっては、どこに何（特に指示されている必須事項）が書いてあるかが一目でわかるのが 
　ありがたい、はず。 

※インデント等で「余白」を設け、意味のまとまりや要素のまとまりを効果的に示す。

9

「当該分野の状況や課題等の背景」、「本研究計画の着想に至った経緯」、
「研究目的」、「研究方法」、「研究内容」、「具体的な計画」、 

「先行研究と比した際の特色・独創性」、「予期されるインパクト」 etc…



4-②. 申請書「として」書く、推敲する
合議審査区分、小区分、専門分野名、題目のひと工夫

▷どこで勝負するか、２つの選択肢がある「地域研究（小区分）」: 
＜書面合議審査区分＞ 
１）人文科学（地理学、文化人類学、民俗学およびその関連分野） 
２）社会科学（政治学およびその関連分野） 

☞その選択に応じた意義の提示の仕方 
☞「共通言語」と「説明が必要（そう）なターム」の区分 

▷「専門分野名」と「研究課題名」: 
- （私の場合は）それぞれ制限字数目一杯使う形で最適な暫定解を作った
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5. 苦労したこと など
レイアウト関連、その他
▷文字が多い… あまり削ることができなさそうだ… 
☞文字を「真っ黒」から「少し黒のトーンを下げる」ことで 
　目が疲れるのを軽減する効果（？）、余白は大事。 

▷研究者としての資質・将来性をいかにして示すか 
・業績を使いながら、いかに４.【研究遂行力の自己分析】を行い、提示するのか 
・５.【目指す研究者像等】と、申請書で提示する研究計画との一貫性・連関性 

・研究構想力 
（◎何を研究しどこまで成果を出す予定か、それはどのような意義がありどのような貢献ができるのか） 
（× 単に、「これから、〇〇を研究します」では不十分）
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【おまけ】参考になる（かもしれない）資料やwebページ

▷文献資料 
大上雅史 2021. 『学振申請書の書き方とコツ：DC/PD獲得を目指す
若者へ（改訂第２版）』講談社.（情報収集はこれで十分） 

▷Webページ 
「伝わるデザイン：研究発表のユニバーサルデザイン」 
　＜https://tsutawarudesign.com＞ 
「【研究入門セミナー】PhD Introductory Skills Sessions」 
＜http://www.ritsumei.ac.jp/research/rsupport/news/article.html/?id=242/＞ 
※学振申請とは第6回の「博論をもっと利用する：外部競争資金獲得のために」が関連 

▷ 頭の中の情報を整理、構造化、階層化し、 
　 アウトプットする際に、マインドマップ アプリは役立つと思われる 
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【おまけ】これから学振DCをねらうみなさんへ
▷M0（BA4）のみなさん： 
・学振って何か少し調べてみる 
・自身の研究分野、専門分野と近い人で、ロールモデルとなる人を見つける 

▷M1のみなさん： 
・「お金を”もらって”研究する」プロセスに早めに参入してみる 

-  日本学生支援機構第１種奨学金をかり、「特に優れた業績による返還免除」をねらう 
 （業績を積むための自分への発破剤に。借りてるんだ、ではなくもらってやっているんだ、くらいの気概？） 

・早いこと研究者ネットワークに参入する 
・チャンスがあれば名刺がわりに研究報告をする 
・指導教員に、学振出そうと思うんだ、ということを伝えてみる 

▷M2のみなさん： 
・とりあえず学振申請書の書式に従って（書けそうなところから）一旦埋めてみる 
・申請締切までは、申請書に集中する（申請書の価値＝約1,000万円＋α） 

（もし現段階で申請しない場合であったとしても、博士後期進学後に学内の「研究奨励奨学金 [A/B給付]」にアプライする時 
　に書く申請書のなかみは、学振申請書の形式と同じ） 13



学振 特別研究員に採択されるためには

⽴命館⼤学⼤学院 情報理⼯学研究科 博⼠課程後期課程２年
⽇本学術振興会特別研究員 DC2
岡本 悠希

6th Apri. 2022
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はじめに

⾃⼰紹介
n 名前︓岡本 悠希（おかもと ゆうき）
n 所属︓

• 2021.04 – 現在︓⽴命館⼤学⼤学院 情報理⼯学研究科 博⼠課程後期課程
• 2022.04 – 現在︓⽇本学術振興会特別研究員 DC2

申請区分
n 書⾯合議審査区分︓情報学
n 書⾯審査区分︓⼈間情報学およびその関連分野
n ⼩区分名︓知覚情報処理関連

特別研究員への応募理由
n 研究奨励⾦と研究費がもらえるため，お⾦の⼼配をせず研究だけに集中できるから
n 研究者としての箔が付く
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学振採択に向けて取り組んだこと (1/3)

学振に申請することを周りの⼈に伝える
n 申請書作成があるから忙しいということを周りの⼈にそれとなくアピール

指導教員，研究室の後輩，共同研究者 etc. 
n 極⼒⾃分に降ってくるタスクを減らす

• 申請書も書きながら研究を進めるだけでも結構⼤変. . .
• ⾃分じゃなくてもできることは他の⼈にお願いしよう（特に5⽉）

申請書の書き⽅に関する書籍 [1]を読む
n 初めて学振に申請する⼈は⼀度読むことをオススメします
n 学振の概要から書き⽅まで幅広く載っている

• 申請書作成のコツや書き⽅の例など
n 過去に採択された申請書も数件載っている

• いろいろな分野の申請書が載っています

4/10

[1]⼤上雅史，“学振申請書の書き⽅と
コツ DC/PDを⽬指す若者へ，” 2021. 



学振採択に向けて取り組んだこと (2/3)

過去に採択された申請書をたくさん読む
n 学振，科研費，その他の研究助成の申請書などとりあえずなんでも
n ⾔葉の⾔い回しや全体の構成など多くのことが参考にできる

→ 初めは他の申請書の⼤枠を参考に，徐々に⾃分の⾔葉に変えてくと書きやすい

博⼠3年間での最終⽬標を設定して年次計画を作る
n できるだけ細く計画を⽴てる（図にしてしまえばそのまま申請書にも使える）
n 計画さえ⽴ててしまえばあとはそれに沿って申請書を書くだけ

5/10

2021 年度（採用前） 2022 年度（採用 1年目） 2023 年度（採用 2年目）

(2) オノマトペを入力とする環境音合成手法の確立
手法の実装

評価実験
学術雑誌論文執筆

学会投稿準備

(1) 環境音合成のためのデータセット構築

合成手法の検討

手法の実装

学会投稿準備

合成音の評価指標策定

評価実験

(4) オノマトペと音の説明文を入力とする
環境音合成手法の確立環境音の収集 環境音に対するラベル付与 データセット公開準備 /公開

収集したラベルの整理

(3) 音の説明文を入力とする環境音合成手法確立
合成手法の検討

手法の実装 学会投稿準備

合成音の評価指標策定

評価実験
学術雑誌
論文執筆

図 3: 本研究の年次計画概要



学振採択に向けて取り組んだこと (3/3)

積極的に研究成果を世に出す（この時期にはどうしようもないかもですが. . .）
n せっかく研究を頑張っていても発表しなければ評価してもらえない
n 業績が多いと「4. 研究遂⾏⼒の⾃⼰分析」の項⽬が書きやすい

• 客観的な情報を元に書けるので説得⼒が増す

6/10

項目 DC1申請時 DC2申請時
学術雑誌論⽂ 0 0
査読付き国際会議 1（主著） 3（主著2件，共著1件）
査読なし国際会議 1（主著） 1（主著）
国内学会・研究会 3（全て主著） 5（全て主著）
特許 1（出願中） 1（出願中）
競争的資⾦ 2（共同研究者として） 2（共同研究者として）
その他研究論⽂ 1（arXiv論⽂） 3（arXiv論⽂）
受賞 0 1

ジャーナルが0本でも
採択されます！！

+2件

+2件

+2件

+1件



申請書の書き方Tips (1/2)

申請書の1ページ⽬が勝負︕︕
n わかりやすい図を載せる

• 分野における課題などを図でわかりやすく説明
• 各ページに，そのページで伝えたいことをまとめた図があるとなお良い
• Adobe Illustratorを使うと綺麗に図が作成できます

n 専⾨⽤語は極⼒使⽤しない
• 誰が読んでもわかりやすい⾔葉で書く（例︓⾳響イベント → ⾳の種類）
• 専⾨⽤語ばかり出てくると内容が頭に⼊ってこない ➡ ⾃分の研究の魅⼒が存分に伝わらない

「4. 研究遂⾏⼒の⾃⼰分析」では⾃分の能⼒を存分にアピール
n やや誇張しているぐらいで書いてちょうどいい

• 例）私は〇〇という研究に修⼠課程で取り組んだ。
→ 私は〇〇という技術を世界に先駆け実現した。

n 研究業績はありのまましか書けないが，⾃⼰評価は⾃分を⼤きく書けるチャンス︕︕
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申請書の書き方Tips (2/2)

⼤事な箇所&伝えたい箇所がわかりやすいように⼯夫する
n ⼤事な箇所は太字にしたりフォントを変える
n 項⽬ごとに改⾏して余⽩を作って⽂字ばかりにならないよう気を付ける

Microsoft WordではなくLaTeXを使⽤する
n ⾏間やフォントなどLaTeXを使⽤するほうが仕上がりが綺麗になる
n Cloud LaTeXには学振のテンプレートがあるので簡単に使⽤できます

8/10

改⾏を⼊れる

修正後

アピールしたいところは
太字かつフォントを変える

https://cloudlatex.io/ja


申請書作成時のスケジュール

9/10

03月 04月 05月 06月

06/01：学内〆切

04/27：指導教員に
1回目の添削依頼

④申請書作成
（2. 【研究計画】の部分）

⑥申請書作成
（残りの部分）

⑤申請書修正

05/19：指導教員に
2回目の添削依頼

⑦申請書修正

①申請書ダウンロード
/記載内容の確認

②申請書の書き方に関する本を読む

③研究テーマ検討

05/27：指導教員に
3回目の添削依頼

③ 研究テーマ検討
・博⼠課程修了時の最終⽬標を設定（どこまで研究を進めるか）
・⾃分の過去の研究と繋がりがあるほうが申請書の説得⼒が増す

④ 申請書作成
・とりあえずなにか書いて埋める︕（書いているうちに頭の中が整理されます）
・ダラダラと書き進めるよりも期間を決めて集中して書く（そうすれば空いた時間で研究できます）

⑤ 申請書修正
・可能な限りたくさんの⼈に⾒てもらう

指導教員，研究室の先輩・後輩，友⼈，ピアレビュー会 etc. 



学振を申請する皆様へ

優れた研究業績などがなくても採択されます
n 業績が少なくても申請書の書き⽅でカバーできます
n 論⽂誌が0本でもDC2取れる︕︕

申請書作成のコツ
n とにかく「⾒やすい」「わかりやすい」申請書の作成を⼼がける

• わかりやすくし過ぎようと⼿法がチープに⾒えたりするのでさじ加減には注意
n ⾃⼰アピールはしっかりと

• 「⾃分だからこそこの研究ができるんです︕」ということをアピールできるとGood
• 過去の研究業績などを踏まえて客観的に⾃⼰の能⼒をアピール

10/10



学振 募集・書き方ガイダンス

生命科学研究科
光機能物理化学研究室

D1
吉岡 大祐

2022/04/06
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はじめに
自己紹介
名前：吉岡 大祐
研究科：生命科学研究科
研究室：光機能物理化学研究室

• 申請資格：DC1
• 書面合議審査区分: 化学
• 書面審査区分： 物理化学、機能物性化学およびその関連分野
• 専門分野： 光化学
本日お話しすること
1. 申請理由とスケジュールについて
2. 申請書の書き方
3. おすすめコンテンツなど
4. 感じたこと、伝えたいこと
5. アドバイスなど 2

Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
①自己紹介（研究科・氏名・学振に挑戦しようと思った理由など）②特別研究員に採択されるために取り組んだこと    　（良かった点、あまり効果がでなかったこと、作業スケジュールなど）③これから申請を考えている方に向けての準備のコツ、アドバイスなど④一言の応援メッセージ



申請理由とスケジュールについて
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申請理由 その１
① 研究に専念できる
② 奨学金などを借りなくて済む
③ 親に迷惑がかからない

お金がもらえる

① 研究に専念できる
研究奨励金（20万円/月）をもらえるため、アルバイトなどをする必
要がなくなる、または最低限に抑えるのではないか。

② 奨学金などを借りなくて済む
立命館大学では、特別研究員に採用されると博士後期課程の学費が免
除される。（アルバイトで生活費と学費を賄うのは厳しい現状だった
ので奨学金を借りようと思っていた。）

③ 親に迷惑がかからない
博士後期進学を決めたときにお金のことをすごく心配されたので、説
得の理由として申請した。自分はもともと就職活動をしていて、これ
以上金銭面で迷惑かけたくないと思っていた。

Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
正直お金の面は何とかしようと思っていたが、親には心配かけたくなかったのが一番大きい。



申請理由とスケジュールについて
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申請理由 その2
① DC以外の奨学金に
② 科研費などの申請書経験になる

① DC以外の奨学金に
金銭的な理由で学振に採用されなかった際に、他の奨学金（民間・企
業など）に応募しようと考えていたので、その際この経験が役に立つ
と考えた。
（博士後期課程 奨学金 などで検索するといくつかヒットするため、
これは絶対に見ておいた方がいい）

② 科研費などの申請書
仮にアカデミックの道に進めばいずれ科研費などの申請書を自分で書
く機会が必ず訪れるはず。今から分かりやすい申請書の書き方に触れ
た方がいいと思った。



申請理由とスケジュールについて
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理想的な申請までのスケジュール（個人的感想）
4月前半 4月半ば 4月後半 5月前半 5月後半 6月2日

お疲れ様
でした。
後は気長に

待ちましょう。

提出完了なぜ挑戦
するのか
申請理由
などを
考えて
やる気
を出す。

指導教員
と内容など
を相談。
募集要項
申請書類
などを

確認する。

とりあえず
書き始めて
みる。
その他
協力者
を探す。

一通り
書き終えて
何度も
修正を

繰り返す。

他人の
意見も

取り入れて
ブラッシュ
アップ。

自分のスケジュール
4月 GW後～5月半ば 5月後半 6月6日

なんとか
提出完了

ひたすら
修正。

就
活

指導教員に博士後期課程
進学の相談。

DC1の締め切りがまだ終
わっていないことを知り、
急いで申請IDの発行。
とりあえず書いてみた。



申請書の書き方（前半）
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個人的に重要だと思うこと
とにかくわかりやすく

読み手は忙しいなか審査してくれているので、書いたことを全て読んで
くれるとは限らない。相手の負担になるような書き方はしない。

• できるだけパッと見でわかる、特に図を見ただけで研究の重
要性が理解できるようにする。

• 流し目で読んだ時にも要点がわかるような文章の書き方をす
る。

• 形式に従う。



申請書の書き方（前半）
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個人的に重要だと思うこと

• なるべく簡単な概要図
• 見てほしいところを誘導

簡潔ではあるが、要点、重要性を
まとめた文章を書く。
図とこの(A)~(C)だけを見ても何
をしたいかわかってもらえるよう
にした。



申請書の書き方（前半）
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個人的に重要だと思うこと
とにかくわかりやすく

読み手は忙しいなか審査してくれているので、書いたことを全て読んで
くれるとは限らない。相手の負担になるような書き方はしない。

• できるだけパッと見でわかる、特に図を見ただけで研究の重
要性が理解できるようにする。

• 流し目で読んだ時にも要点がわかるような文章の書き方をす
る。

• 形式に従う。

文章を見やすくするためのおすすめフォントや書き方
• 本文は基本MS明朝（11 pt程度)
• 強調したいところはMSゴシック（大きさや
太字にせずに協調できる）

• 重要な文章は下線を引く
• 行間を適宜変更



申請書の書き方（後半）

9

個人的に重要だと思うこと
積極的な、攻めた文章を書く

その人が採用に値するか文章で伝えるには、自分はこんなにもできるぞ
とアピールする必要があると考えています。
～ことができると自負している。
～が私の強みである。

など断定するような表現を使いました。

これはポイントになりそうと思った研
究業績はもれなくしっかりアピール

あんまり書くことが
なかったので
概要を書き、今まで
の研究の重要性を示
唆しました

研究業績をアピール



申請書の書き方（後半）
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個人的に重要だと思うこと
積極的な、攻めた文章を書く

その人が採用に値するか文章で伝えるには、自分はこんなにもできるぞ
とアピールする必要があると考えています。
～ことができると自負している。
～が私の強みである。

など断定するような表現を使いました。
目指す研究者像の部分
（正直これが難しいのではないかと思うことも）

• ドラマチックに書く
• 自分の理想像を書く
• どんな研究者を目指すか簡潔に表した一文（決め台詞）みたいなの
を考えておく。

自分の場合どのような考えで研究者になろうと思ったかを人生を振り返
りながら書きました。



感じたこと、伝えたいこと

とりあえず書いてみる
一番伝えたいこと・・・

これは学振の申請書にも限らないとは思いますが、大枠からでいいからとりあえず
書き始めてみてください。どうせ何回も見直すので細かいところは後回しにして、
手を動かしてみてください。
（人によりますが、自分は紙に書きだしていました。）

11

・・・とはいってもなにから、どんな風に書いたらいいんだろう？？
 まずは先人の知恵を借りる（過去の申請書などを見てみる）
 ネットで調べてみる
 今はYouTubeなどで学振関連の動画を出している人がいるので見てみる

だいたいの感覚がつかめたら、テンプレや紙に大枠から書き出してみる。研究の背
景などは今までの学会の要旨は論文を取り敢えず貼り付けて埋めてみる（これ重
要）。



感じたこと、伝えたいこと
その他役に立つと思ったもの
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• 大上 雅史 先生のスライド
東工大の大上先生が学振申請者向きに書き方スライドを出しています

（公開版）。調べたらすぐ出てくるので、迷ったらこれを参考にする。
（もうむしろこれだけでよい）

• 科研費によく採択されている先生などを味方に
わかりやすく伝えるすべを知っている。研究室の先輩後輩などに読ん

でもらうこともいいですが、研究内容をブラッシュアップするときに本
当に頼りになります。（頼んだら科研費申請の書類みせてくれたりする
のでは）

• あんまり思いつめない
行き詰ったらリフレッシュ。美味しいものを食べてよく寝る。起きた

らまた考えればいい。今から始めれば時間かなりとれるはず。



最後に
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初めてのことで何からすればよいか分からず大変かと思います。
しかし、教員や研究室のメンバー、大学院課など協力してくれる人は
多いはずです。

何よりも自分の研究に自信をもっていきましょう！
あとは適度な休憩。これは本当に大事です。

あせらずに、余裕をもって書き進めていってください！


